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第 8 章 環境の保全及び創造の見地からの意見と事業者見解 

8. 1 方法書についての意見と事業者見解 

8. 1. 1 住民からの意見の概要及びこれに対する事業者の見解 

大阪市環境影響評価条例第９条第１項の規定に基づく、うめきた２期地区北街区開発

事業 うめきた２期地区南街区開発事業 環境影響評価方法書に対する、住民からの市

長または事業者への環境の保全及び創造の見地からの意見書の提出はなかった。 

 

8. 1. 2 市長意見及びこれに対する事業者の見解 

大阪市環境影響評価条例第 10 条第１項の規定に基づく、うめきた２期地区北街区開

発事業 うめきた２期地区南街区開発事業 環境影響評価方法書に関する市長意見とこ

れに対する事業者の見解は、次のとおりである。 

 

方法書に関する市長意見とこれに対する事業者の見解 

 

市長意見 左の意見に対する事業者の見解 

全般的事項 

事業計画地周辺では多くの大規模開発

が進められており、道路交通への負荷の

増加が懸念されることから、事業者が検

討している歩行者動線の確保等の対策に

加えて、巡回バスやレンタサイクルの導

入等による自動車交通量の抑制対策を検

討し、その内容を準備書に記載するこ

と。 

 周辺エリアとの回遊性を高めるため、新たなデ

ッキネットワーク及び地下ネットワークの形成

と、シンボル軸・賑わい軸を中心とした地上の歩

行者ネットワークの強化を図るとともに、歩行者

ネットワークの結節点となる場所を中心に、ゆと

りある広場空間と縦動線を創出し、歩行者の快適

性の向上を図ります。駐車場は必要最小限の台数

とするとともに、ホームページでの案内等により

公共交通機関の利用を促し、また、レンタサイク

ル等の導入について検討するなど、自動車交通量

の抑制に努めます。（46～48 頁） 

地球環境 

「大阪市地球温暖化対策実行計画〔区

域施策編〕」及び「うめきた２期区域ま

ちづくりの方針」を踏まえ、対象事業の

実施にあたっては、最先端技術を積極的

に導入することとし、準備書には具体的

な対策内容や二酸化炭素排出量の削減目

標を記載すること。 

「大阪市地球温暖化対策実行計画〔区域施策

編〕」及び「うめきた２期区域まちづくりの方

針」を踏まえ、対象事業の実施にあたって、最先

端技術を積極的に導入する計画としています。 

また、本事業でのＣＯ２削減目標を 35％削減と

して準備書に記載しています。（400～405 頁）
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8. 2 準備書についての意見と事業者見解 

8. 2. 1 住民からの意見の概要及びこれに対する事業者の見解 

大阪市環境影響評価条例第 17 条第１項の規定に基づく、うめきた２期地区北街区開

発事業 うめきた２期地区南街区開発事業 環境影響評価準備書に対する、住民からの

市長または事業者への環境の保全及び創造の見地からの意見書の提出はなかった。 

 

8. 2. 2 市長意見及びこれに対する事業者の見解 

大阪市環境影響評価条例第 20 条第１項の規定に基づく、うめきた２期地区北街区開

発事業 うめきた２期地区南街区開発事業 環境影響評価準備書に関する市長意見とこ

れに対する事業者の見解は、次のとおりである。 

 

準備書に関する市長意見とこれに対する事業者の見解（１） 

 

市長意見 左の意見に対する事業者の見解 

緑化計画 

うめきた2期地区は、みどりのまちづくり

を先導する重要な役割を担っていることか

ら、屋上緑化の拡大や地表高さからも視認で

きる緑化の導入により、建築物において最大

限の緑量を確保すること。 

緑化にあたっては、低層部テラスの屋上緑化によ

り、緑豊かなオープンスペースとしての「みど

り」を低層部テラスにおいて可能な限り確保する

とともに、敷地形状に対して角度をつけた建築物

配置や中・高層部のセットバックを設けること

で、地上部の緑化を含めて周辺にも開かれた緑化

空間を確保します。また、低層部においては壁面

緑化の導入やテラスの外縁に緑地を配置すること

で、公園等の周辺からも視認できる計画とするな

ど、可能な限りの緑量を確保します。（43～44

頁） 

大気質 

大阪市環境基本計画における目標を踏ま

え、工事実施時点における最新の排出ガス対

策型建設機械の採用や、効率的な施工管理に

よる稼働台数の削減等の環境保全対策を徹底

し、大気汚染物質の排出量を可能な限り抑制

すること。 

工事の実施にあたっては、工事実施時点において

より影響の少ない最新の排出ガス対策型建設機械

の採用及び良質燃料の使用に努め、空ぶかしの防

止、アイドリングストップの励行等について、工

事会議等において周知するとともに、建設機械等

の稼働状況を適宜把握し、効率的な工事を行う

等、適切な施工管理を行うことなどにより、大気

汚染物質の排出量をできる限り抑制します。（215

頁） 

騒音 

事業計画地近傍には中高層住宅が立地して

いることから、工事の実施にあたっては、高

さ方向の騒音対策について事前に詳細な検討

を行い、近隣住民への影響を低減するよう万

全な対策を実施すること。 

工事の実施にあたっては、事業計画地周辺の中高

層住宅の立地状況を踏まえ、高さ方向の騒音影響

について事前に検討を行い、必要に応じ超低騒音

型建設機械の導入、移動式防音壁や仮囲い上部へ

の防音シートの設置等の対策を実施するととも

に、工事中に騒音を計測し、必要に応じて適切な

措置を講じます。（270 頁） 
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準備書に関する市長意見とこれに対する事業者の見解（２） 

 

市長意見 左の意見に対する事業者の見解 

地球環境 

住宅を含めた建物全体での断熱性能の向

上、高効率機器の導入や自然エネルギー利用

の拡大等を図るとともに、設備機器等の更新

時にはその時点における最先端技術を導入す

ることにより、脱炭素社会の実現に向けたモ

デルとなるよう取り組むこと。 

本事業では、住宅を含めた建物全体でのlow-e

複層ガラスの採用による断熱性能の向上、コージ

ェネレーションシステム等の高効率機器の導入、

さらに帯水層蓄熱システムや生ごみバイオガス発

電、自然換気システム、太陽光発電など再生可能

エネルギーを導入するとともに、設備機器等の更

新時には最先端技術を導入することにより、脱炭

素社会の実現に向けたモデルとなるよう取り組み

ます。（406～407、409～411頁） 

景観 

事業計画地は大阪・関西の都市イメージを

印象付ける重要な場所であることから、建物

の配置により生み出された空間の活用や魅力

的な意匠等の創意工夫により、都市公園等と

一体となって緑とにぎわいがあふれる新たな

都市景観を創出すること。 

本事業では、都市公園と一体的なランドスケー

プデザインを行い、都市公園が民地内に入り込む

ような「みどり」の景観を形成し、地区全体でみ

どり溢れる大地のような都市景観を創出します。

また、大阪都心にふさわしい新たな景観の創出に

も寄与するよう、計画建物は裏表のない四周正面

を意識した外観とし、建物配置によって生み出さ

れた空間を緑化やにぎわい溢れる多目的空間とし

て最大限活用することに加えて、植栽を一部高規

格化することにより、象徴的で快適な歩行者空間

を形成するとともに、都市公園や周辺道路との連

続性及び周辺地域からのゲート性について考慮し

ます。なお、今後、詳細検討にあたっては、都市

公園やグランフロント大阪等の関係機関とも協

議・調整・意見交換を行います。（454 頁） 

 

  



484 

 


